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琵
琶
湖
の
ア
ユ
は
、
春
に
な
る
と
川
を

上
り
上
流
で
大
き
く
な
る
も
の
と
、
川
に

上
ら
ず
琵
琶
湖
の
中
で
生
活
し
て
あ
ま
り

大
き
く
な
ら
な
い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
夏
の
終
わ
り
か
ら
秋

に
か
け
て
が
産
卵
の
時
期
。
ア
ユ
の
唯
一

の
産
卵
場
は
琵
琶
湖
へ
流
入
す
る
河
川
の

河
口
部
分
で
す
。
も
し
渇
水
な
ど
で
琵
琶

湖
の
水
位
が
低
下
し
て
河
口
部
が
干
上
が

っ
た
場
合
に
は
、
ア
ユ
は
産
卵
場
を
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
漁
獲
量
に
も
大

き
な
影
響
が
及
び
ま
す
。
姉
川
人
工
河
川

と
安
曇
川
人
工
河
川
は
、
自
然
の
影
響
を

受
け
や
す
い
ア
ユ
の
産
卵
場
を
人
工
的
に

確
保
し
、
よ
り
高
い
水
準
で
安
定
し
た
ア

ユ
漁
獲
量
を
得
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
施

設
で
す
。

人
工
河
川
は
親
ア
ユ
飼
育
池
や
産
卵
の

場
と
な
る
産
卵
床
水
路
な
ど
か
ら
成
り
ま

す
。
姉
川
人
工
河
川
は
親
ア
ユ
飼
育
池
が

中
心
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
面
積
は
１
３，

０
０
０
g
。
一
方
、
安
曇
川
人
工
河
川
は

３
１，
０
０
０
g
の
面
積
を
持
ち
、
産
卵
床

水
路
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
琵
琶
湖

か
ら
人
工
河
川
に
そ
上
し
て
く
る
天
然
ア

ユ
の
産
卵
期
か
ら
人
工
河
川
で
飼
育
し
た

ア
ユ
の
産
卵
期
を
計
画
的
に
ず
ら
す
こ
と

に
よ
り
、
１
シ
ー
ズ
ン
に
３
回
の
産
卵
が

可
能
で
す
。

ア
ユ
の
産
卵
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

た
め
の
施
設
が
親
ア
ユ
飼
育
池
で
す
。
天

然
ア
ユ
は
９
月
に
産
卵
し
ま
す
が
、
親
ア

ユ
飼
育
池
で
は
、
夜
間
に
電
灯
を
照
ら
し

日
照
時
間
を
調
節
し
て
産
卵
期
を
８
月
下

旬
ま
た
は
９
月
下
旬
〜
10
月
上
旬
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
姉
川
人
工
河
川
で
産

卵
期
を
８
月
下
旬
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

た
ア
ユ
は
、
安
曇
川
人
工
河
川
の
産
卵
床

水
路
へ
運
ば
れ
ま
す
。

人
工
河
川
を
流
れ
る
水
は
、
琵
琶
湖
か

ら
２
本
の
導
水
管
を
通
し
て
取
水
さ
れ
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
１
本
か
ら
は
水
深
20
m

の
冷
た
い
水
（
９
月
上
旬
12
℃
）
を
、
も

う
１
本
か
ら
は
水
深
５
m
の
温
か
い
水

（
９
月
上
旬
26
℃
）
を
と
り
入
れ
、
こ
れ
ら

の
水
を
混
合
し
て
ア
ユ
の
産
卵
に
最
も
適

し
た
18
℃
の
水
温
に
調
整
し
ま
す
。

産
卵
の
た
め
琵
琶
湖
か
ら
そ
上
水
路
を

通
っ
て
来
た
天
然
ア
ユ
は
捕
獲
さ
れ
て
、
産
卵

床
へ
移
さ
れ
ま
す
。
産
卵
床
の
河
床
に
は
粒

径
５
〜
25
mm
の
砂
れ
き
が
20
cm
の
厚
さ
で
敷

き
詰
め
ら
れ
、
そ
の
上
を
水
は
水
深
20
cm
、

流
速
50
cm
／
秒
で
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
条
件
の
設
定
は
、
実
験
の
た
め
に
最
初
に

建
設
さ
れ
た
姉
川
人
工
河
川
で
の
調
査
研

究
の
結
果
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

親
ア
ユ
は
こ
の
河
床
の
砂
れ
き
に
卵
を
産
み

つ
け
、
わ
ず
か
１
年
の
短
い
一
生
を
終
え
る

の
で
す
。
産
み
つ
け
ら
れ
た
卵
は
、
約
２
週
間

後
に
は
ふ
化
し
、
琵
琶
湖
に
流
下
し
ま
す
。

産
卵
を
終
え
て
死
ん
だ
ア
ユ
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
ー
で
回
収
さ
れ
、
乾
燥
室
に
送
ら
れ
て
粉

砕
さ
れ
ま
す
。
こ
の
魚
粉
は
果
樹
園
の
肥
料

な
ど
に
有
効
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
工
河
川
は
着
実
に
実
績
を
あ
げ
、
毎

年
約
40
億
尾
の
ふ
化
し
た
仔
魚
を
琵
琶
湖

へ
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
昭
和
56
年
に
人

工
河
川
が
稼
働
し
て
以
来
、
琵
琶
湖
に
お

け
る
ア
ユ
の
漁
獲
量
は
約
１，
５
０
０
ｔ
で
、

以
前
よ
り
高
い
水
準
で
安
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
そ
の
う
ち
半
分
近
く
が
河
川
放

流
用
や
養
殖
用
と
し
て
全
国
各
地
へ
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
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姉
川
・

安
曇
川
人
工
河
川
（
滋
賀
県
）

琵
琶
湖
の
ア
ユ
の
漁
獲
量
は
年
間
約
１，
５
０
０
ｔ
。
琵
琶
湖
漁

業
の
中
で
漁
獲
量
・
生
産
額
と
も
に
１
位
を
占
め
て
お
り
、
最
も
重

要
な
水
産
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
訪
れ
た
姉
川
人
工
河
川
と

安
曇
川
人
工
河
川
は
ア
ユ
の
産
卵
場
を
人
工
的
に
つ
く
っ
た
施
設

で
、
琵
琶
湖
の
ア
ユ
漁
業
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
の
ア
ユ
を
守
り
育
て
る

電
照
飼
育
で
産
卵
期
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ア
ユ
産
卵
に
最
適
な

環
境
を
整
え
る

河
口
部
の
水
位
変
動
が

産
卵
に
影
響

導水管�

吸水槽・混合槽�

揚水ポンプ�

親アユ飼育池�

防鳥ネット�

産卵床�

そ上水路�

やな�

魚返し�

死魚取上げ機�

乾燥室�

バイパス水路�

スクリーン�

ポンプ5台をロー
テーション利用。
常時 3台で毎秒
0.8m3の水をくみ
あげる。�

人工河川の第１回
目産卵用親アユを
5月から8月までの
4カ月飼育する。
電照飼育で産卵期
を促進。�

2層から吸水し、
混合槽でアユ産卵
至適温度18℃に
水温を調整。�

冷水および温水を
導水するために水
深20mと5mに取
水口を設置。�

産卵後の死んだ
親アユはスクリ
ーンのすき間か
ら下流へ。また、
産卵の親アユが
過密にならぬよ
う、そ上をしゃ
断する。�

斜路�
作業用機械の出入口�

産卵床の掃除の際、水
を迂回させる。�

産卵にそ上してきた天然
の親アユを採捕し、選別
して産卵床へ。�

工夫した河床で琵琶湖
のアユを誘導し、そ上
しやすくする。�

産卵後斃死し流下して
きた死魚を取り上げ、
乾燥室に送る。�

アユ卵を食べる魚をそ
上させないよう水切り
をする。�

死魚をまとめ、200
℃で乾燥させ粉末にす
る。�

産卵用親アユを鳥
の食害から守るた
め、産卵床の上面
をネットでおおう。�

粒径5～25mmの
砂 れ き を 厚 さ
20cmに敷きつめ
る。水深20cm、
流速毎秒50cm。�

琵琶湖�
人工河川の仕組み

▲姉川人工河川には親アユ飼育池が15面

▲安曇川人工河川の流路延長は653m

▲産卵床へ移される親アユ

▲親アユ飼育池の周りには
電照飼育のためのたくさ
んの電灯が

▼砂れきが敷きつめられた
産卵床の河床

▲「人工河川ができてから
は、琵琶湖のアユ漁獲量
は安定しています」と、
滋賀県水産振興協会理事
の平塚忠征さん


